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あけましておめでとうございます ～ 新風を待つ風見鶏 ～

「下市学」（SDGｓ×下市町）の一環として、NHKの「みん
なでつくろうSDGｓかるた」に下市中の２年生（鶴川学級）
が参加しました。全国各地から応募がある中、竹村奈々さん
の作品が１２月の月間賞に選ばれました。
この作品はSDGｓ５「ジェンダー平等を実現しよう」に寄せ

て作られました。奈々さんによると、「テレビのニュースで性の
多様性の尊重がテーマになっていました。男性として生まれ
たけれど、ありのままの自分に従い、女性として生きる道を選
んだ人の話題でした。生き生きと生活を送っているその人を
見て、応援したいと思いました。」という内容でした。
いろんな人がいて、多様な感じ方があり、思いや情熱の方

向も色々。自分との違いがあっても、それを否定して傷つける
のは変だよね。奈々さんは５時間もかかって作ったそうです。
きっと、２年生のみんなそれぞれにがんばったんでしょうね。

しい校舎の屋根に、風見鶏がポツン

と新春の風を待っています。もうしば

らくです。あと３ヶ月したら、たくさんの子ど

もたちがやってきて、広いグラウンドを思い

切り走り回ることでしょう。足場を外し、全

容を現した下市あきつ学園校舎全景は感

動的でした。さすが下市、木質系のルーバ

ーも、なんだか割り箸に見えてきました。

の初めに見る夢は、その１年を占うと

言われます。「一富士二鷹三茄子」が

縁起のいい初夢とされていて、それぞれに

「不死」「高（い）」「成す」といった意味が

あるそうです。

年の下市町は、住民の皆様が健康で

長生きし（不死）、新校舎の「高い」建

物が完成し、下市あきつ学園で子どもたち

が幸せに学ぶ環境を「成す」ことができれ

ば理想的です。「一富士二鷹三茄子」の全

てが叶うように心から願っています。3月２５

日（土）の竣工式・内覧会が楽しみです。

年

今

新

＜下市あきつ学園では、ＳＤＧsと下市町をコラボで学ぶ郷土学習「下市学」を進めていきます。＞



▼下市町教委の公務員ランナー杉本和法（24）主事補が、12月１１日

の奈良マラソンで９位になりました。▼タイムは、２時間
29分５６秒でした。大学時代から陸上を始め、マラソン
２回目での記録です。▼現在は社会体育の担当なので
長距離走のアドバイス希望の方はぜひ本人まで。

先日、大淀町の学芸員である松田度氏をお招きして文化講演会を
開催しました。「下市学の系譜」と題し下市の歴史やそれに関わる人
物の話など大変興味深い講演でした。「大和下市史」の編纂に携わ
った人々のお話もありました。花岡大学、前登志夫、宮坂敏和といった
作家・歌人・研究者の方々、さらに菊田仁郎、稲田唯顕、武田英昭、安
田良兼、吉川藤兵衛といった著名な郷土史家が登場しました。
これほどに故郷を深く愛し研究し続けた人々が下市周辺にいること

を改めて知りました。「未来の下市町をになう次世代に、どんなバトン
をわたせるのか。私たちに求められている、とても大きな課題と言えま
す。」松田氏のこの言葉に教育の役割を改めて考え直しました。

ご意見・お問い合わせは…

下市町教育委員会事務局

☎ 0747-52-1711

FAX ０７４７－５２－５１５９

✉ kyoi@town.shimoichi.nara.jp

町長×中学生 ～タウンミーティング～
▼１２月１９日、町長と中学生（生徒会執行部と各
学年の代表）のタウンミーティングが開催されまし

た。中学生の視点で、例えば、コンビニの誘致、お

年寄りと交流できるカフェ、異学年交流会など率

直に考えを述べ、町長がそれに耳を傾けました。

▼町の将来を

担う若者たちは

力強く、頼もしさ

を感じました。

吉野さん×中学生 ～MVの可能性～
▼閉校後の中学校舎を使って「集学校」という新
しい事業を展開するリングロー（株）。中学生に実
施していただいた、アバターを使ってメタバース
（MV・仮想空間）の可能性を実感する授業がと
ても好評です。１２月９日、２回
目の授業を、担当の吉野さん
を講師に実施しました。▼下
市のICT化に中学生も期待し
ています。未来を創る仲間とし
てよろしくお願いします。

学校×関係の皆様 ～通学路点検～
▼４月から通学路も変わります。そのため、１１月

２９日に通学路安全点検を行いました。小・中学

校、吉野署、吉野土木、町担当課、県教委、町教

委が合同で、実際に歩いて点検しました。▼概ね

安全な通学路でしたが、この点検で気になった

点は速やかに

対応し、開校に

つなげます。安

全は何より大切

な指標です。

園児×小学生 ～架け橋交流会～
▼１２月６日、園児と小学生の交流会が小学校
で行われました。小学生が作った手作りおもちゃ

を使って園児たちが遊び、小学生が教えたり、自

分の作った反省をしたりして、学びに変えていき

ます。▼下市町は一貫教育に力を入れており、こ

ども園から中学校ま

で、段差なくつなが

ることを今後も大切

に考えていきます。


